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　　大城繁三編

沖縄の気象

　　　　　　　　　　　日本気象協会沖縄支部発行

　　　　　　　　　　　B6版，275頁，1，500円

　　　　　　　　　　　　　（税込1，545円）

　近年沖縄で“伊志嶺安進著：沖縄気象歳時記，石島英

著：台風学のすすめ”が出版されたが，また一つ本書が

加わった．

　本の構成は，あらまし，春・梅雨，夏，秋，冬と資料

編に大別され，全体で57項目から成っている．気候と災

害の特徴，デイゴの開花に始まり，梅雨，アメダスとレ

ーダー，チリ地震津波，アジアモンスーン，亜熱帯高気

圧，台風関係7題，航空・農業・電力と気象など県民に

かかわりの深い気象現象・自然災害・産業との関係に触

れている．沖縄気象台職員やOBの分担執筆で，最近

の気象学・技術の動向や気象業務を平易に示そうと努め

た様子が伺える．当然ながらニンガチカジマーイ，カー

チーベー，ミーニシなど琉球特有の事象や表現について

解説があり興味深い．

　沖縄地方は緯度的に太平洋高気圧の南縁に当るため，

冬の季節風は北西でなく北東寄りである．夏は偏東風帯

に入って天気系が東から西に変ることが多い．また，南

の島国なので季節変化が乏しいと思われ勝ちだが，必ら

ずしもそうでないことが理解できる．

　しかし，何といっても本書一冊ですべてをというのは

無理である．編者が述べている通り，海洋関係の項目が

不足であるし，沖縄本島が中心とはいえ石垣島などで1

万人以上の死者を出した明和の大津波（1771年4月24

日）の記述が欲しかった．台風銀座の沖縄としては，で

きれば大項目に“台風”が望ましかった．

　ともあれ，沖縄地方における気象知識の普及のために

本書が出版されたことは，沖縄気象台に勤務した経験を

もつ者として非常に喜ばしく思う．一般の人々にも分り

やすく書かれた良書である．ぜひ一読をおすすめする．

　　　　　　　　　（日本気象協会調査部・鈴木　義男）
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